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研究成果の概要（和文）： 
 learning to learn(L2L：学びの学習力)は，キー・コンピテンシーの中核とされ，PISA の分
析報告書によると，形成的アセスメントによる指導がその獲得に有効性があると指摘されてい
る。最終年度には，高校教員の日常の学習指導に注目し，学習指導の背景にある共通する内容
に注目した。そこで，主体的な学習につながる指導方法の取組状況を質問紙調査による把握・
分析を通して，「学びの学習力」に関する指導の特徴を捉え，今後の教育改革の一助とするもの
である。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The core of key competencies is said to “learning to learn”. According to the analysis 

report of PISA, formative assessment is pointed out to be effective in order to master 

the learning to learn. We focus on the teaching methods of the Japanese high school 

teachers, which can provide few previous research. The authors investigate the current 

status of teaching methods in Japanese high school teachers by questionnaire survey 

based on Teaching and Learning Research Programme (TLRP) in the UK.  
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１．研究開始当初の背景 
 着想に至った経緯としては、1)国内におい
て近年、教室での教師と児童生徒との間で、

本来希望のまなざしに向け対話に用いられ
るべき「評価」に関して、一種のからかい
（例：「マイナス点をつけるぞ！？」などの
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脅し）によっていじめが助長されていること、
2）形成的アセスメントと学習リーダーシッ
プこそが、外圧やトップダウンを跳ね返し、
教師をエンパワメントし、教職の高度専門職
性を促進するように考えられること、3）日
本の社会文化風土が集団のまとまりを重視
する点において東アジア諸国よりもむしろ
北欧と価値観が似ており、またここ数年連続
で国際競争力第 1位のフィンランドの秘訣を
知りたかったこと、4)英国の研究者が引用し
ている(James et al 2007)、フィンランドで
の研究「『如何に学ぶかの学習』をアセスす
る」において、その定義に、「意欲や希望と
いう展望」といった態度を含めた上で（有本 
2008）、その国家的な大規模調査プロジェク
ト[小学校６年 2891 名 (1996)、中学校３年
2826 名 (1997, 2002)、高等学校３年 3739 名 
(2000)]の実証的な調査内容と結果の詳細を
是非把握し国内で試したいと考えたこと、5) 
すでに、フィンランドでは、学習リーダーシ
ップから新たな学校自前または地元のリソ
ースを掘り起こし汲み上げるべく、人的資本
及び知識と技能をコネクトする社会関係資
本に注目してきたこと（有本 2009）などが
あった。 
 そこで、わが国においても、形成的アセス
メントの深い浸透が求められる。従来型の形
成的評価は教師が意思決定の主体であった
のに対して、それは、児童生徒が調整・制御
し、将来に向けた認知・観察・解釈する意味
となり、学習を観察するプロセス、学習プロ
セスにおけるエピソードそのもの、リフレク
ションと進捗状況の自叙伝的理解の一部に
まで概念を拡張した。さらに、背景にある主
要能力（キー・コンピテンシー）の究極の目
標として「如何に学ぶかを学習する（ラーニ
ング・ツウー・ラーン）」があげられる。こ
の概念が一切の教科授業の基盤となるであ
ろう。OECD では、教師のアセスメントリテラ
シーの立場を、形成的アセスメントに見出し、
それを『質』向上の中核に位置すると考えて
いる。国内では、学習指導面での形成的アセ
スメントと学校運営面での学習リーダーシ
ップを切り離して論じられるが、本来は、学
習のためのアセスメントを中軸に据えたよ
り一層のあらゆるレベルでの改善こそが必
要であり、それは、構成員の行動思考の動機
づけの理解、さらに問題解決を可能にしその
助けとなる事柄の関連性の理解につながり、
授業・学校文化変容に資するものとなる。言
い換えれば、これは、教師をエンパワーする
ものとなる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「スクールベーストカリキュラ
ム」を、形成的アセスメントと学習リーダー
シップという２つの側面から、フィンラン

ド・英国で見られる拡張しつつある学習の概
念を切り口にして掘り下げ、教師のアセスメ
ントリテラシーの立場から、授業・学校文化
変容に資する「『質』理解に向けた努力とし
ての評価」枠組を実証的に得ようとするもの
である。ここで用いているスクールベースト
カリキュラム、形成的アセスメントと学習リ
ーダーシップという術語は、欧州起源の概念
であり、わが国には馴染みが少ない。しかし、
これらは皆、PISA（OECD 生徒の学習到達度調
査）をきっかけとして、わが国の教科教育の
実践を俎上に載せる十分な意義を有してい
る世界標準の術語である。今日、「教員の資
質向上にカリキュラム開発が不可欠」である
と考えられるが、次のような縛りや制約があ
る。1)年々、外部からの学校評価と全国学力
調査により成果主義による外圧が高まって
いると懸念される。本来は、「スループット」
が重要であるにもかかわらず、教員の職能発
達の方向、フィードバックによる具体的方法
が示されているとはいえない。2)さらに、確
かに、教科書のない総合的な学習の時間によ
り、裁量は増えたが、教科書を教える教科と
二分されそれぞれを並置することは、裁量の
余地を限定させてしまっていると考えられ
る。各教科、とりわけ国語、算数・数学でも
知識を組み合わせ使うことが求められ、そこ
でクロスカリキュラーアプローチの要請が
あるにもかかわらず、授業・学校文化の壁、
教科組織という壁がある。3)しかも、その教
師のアセスメントリテラシーの土台と骨格
をなす「教科教育」が、危機に直面している。
なぜなら、知識基盤型社会への変化があり、
先行きが不透明で、国や県レベルではマニュ
アル化できず、学校での指導計画が求められ
ているからである。かといって、教職員間で
それら経験や勘の継承、知識の共有は困難で
由々しき事態となっている。そのために研究
代表者は、「スクールベーストカリキュラム
開発（SBCD）」という視点をとり入れ、25 年
間の学術研究の成果として博士論文にまと
めている。しかしながら、依然として他のア
ジア諸国に比べ日本には馴染みが薄く「学校
ぐるみ」という誤解された形で受け入れられ、
概念に対する十分な理解が行き渡っていな
いことがある。そこで、海外での新たな動向
を握る研究者とのパイプを生かすことによ
り、世界的に主流となっている「学習リーダ
ーシップ」の基礎の上に、日本の教室と学校
における教師の様子を観察し、教師のアセス
メントリテラシーの立場から、教師の実践に
対して意味あるフィードバックを提供する
ための、システムを提示する。 
 
３．研究の方法 
 英国とフィンランドにおいて行われてい
る、各教科で「如何に学ぶかの学習」と、さ



らに近未来からみたカリキュラムの重要な
概念であるサステナビィリティ・アントレプ
レナーシップ、に関する優れた「アセスメン
ト」についてレビューし、背景にある社会文
化的アプローチによる方法論と集約された
研究知見の国際的な交流の繰り返しの中で、
日本の小中高の学校での類似した経験から
データを収集し、東アジアの中での日本の経
験を付き合わせ比較により練り上げること
により、日本の学校における自前の評価枠組
を実証的に得る。 
 
４．研究成果 
 EARLI2012 のアセスメントとエヴァリュエ
ーションの会議で、事例を教室から学校を超
えたところにまで拡張する実践を、ウェンガ
ーの「学びの共同体」の 3つの概念から掬い
上げることにより、抽象化し、発表した。ま
た、院生の 1 人は、教室レベルでのフィード
バックを実証的な俎上に載せて、ICME2012 に
おいて発表し、Jeremy Hodgen (Research in 
Mathematics Education 編集長)に投稿を示唆
された。2009 年の国際会議でのアセスメント
の定義では、「生徒、教師それにピアによる
日常実践の一部であり、進行中の学びを高め
る意味で、対話や表出、観察からの情報を探
し、それを反映し、それに応答する実践」と
されている。しかし、残念なことに日本国内
からの定義づけはまだなく、日本語で［把握
する、予想する、気付く、見極める、見取る、
見立てる、認める、言葉掛けを工夫する、働
きかける、次の活動に見通しを持たせる、気
付きを促すなど］どのように使われているか
を調査し、日本の教室や学校それに地域から
のベストプラクティスにより再定義するこ
とが残されている。 
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